
 

入札番号 １ 号 

 

現場説明書 

 

 

 

事業名  森林環境保全整備事業（水林国有林） 

 

 

 

 

 

 

 

 

置賜森林管理署  



事業実行時における留意事項 

 

１ 保安林内作業行為協議について 

 当該事業の事業地の全部は保安林に指定されており、当該事業に係る保安林内伐採は

山形県知事からの同意を得ている。 

 また、搬出路作設等に係る保安林内作業行為については、請負者が現地踏査後、作業

仕組計画書を監督員等に提出し、知事の同意後に事業を着手すること。 

 

２ 伐採について 

(1)  当該事業の列状間伐作業地においては、調査木の標示（ナンバーテープ）の有

無にかかわらず列状間伐ができるものとする。 

(2)  調査木の標示（ナンバーテープ）がある立木を伐採しない場合、標示を剥がす

必要はない。 

(3)  列状間伐の伐採仕様については、伐採率が33％のときは１伐２残、25％のとき

は１伐３残のように列伐採を基本とする。 

(4)  虫害・材の劣化防止のため、伐採後は速やかに土場へ搬出・巻立すること。特

に、７～８月期は厳守すること。 

(5)  ２０１林班ち小班で有用広葉樹一般材の搬出が見込まれる場合は、広葉樹材の

需要期を考慮し他の林小班の搬出完了後に行うこと。 

 

３ 作業期間について 

 (1)  作業終了後の片付け等は事業期間内に完了させること。 

 

４ トラックの運行について 

(1)  通勤路途中に民家が多くあることから関係者等に配慮するため、大型トラック

の早朝及び夜間における通行はしないこと。 

 

５ 濁水発生防止について 

(1)  ２０１お林小班（保育間伐）、２０２て４林小班（保育間伐）には農業用た

め池が隣接しており、濁水を流入させたり、枝条等をため池に投棄したりする

ことのないよう厳重に注意して作業すること。 

 

(2)  流水のある沢を徒渉する必要がある箇所においては、枝条等を敷き詰めるな

どして、河床を直接通行することのないように配慮し、濁水の発生防止に留意

すること。 



 

検知業務請負作業内訳書 

 

単位：ｍ3 

 

物件番号 材 種 作業工程 予定数量 備 考 

 素 材 （１）の業務 889  

  （２）の業務 98  

  （５）の業務 1,713  

  計 2,700  

 

 

検知業務請負（作業内容） 

 

（１）の業務  素材の長級・径級を測定、木口表示を行い、指定野帳に記入し、巻立

標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行う作業。 

                             

（２）の業務   素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示を行い、指定野帳に

記入し、巻立標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行う作業。 

 

（３）の業務  素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示を行う作業、トラッ

ク運材の積み込み本数を確認し送状に記載・交付する作業、及び最終

貯木土場において指定野帳に記入し、巻立標示板の貼り付け、スプレ

ーの塗布を行う作業。 

 

（４）の作業  素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示、材積計算を行い、

送状（概算引渡物件明細書）を交付し、スプレーの塗布を行う作業。 

 

（５）の作業  低質材及び低評価一般材の層積検知（縦、横、高さを測る）を行い指

定野帳に記載し、巻立標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行う作業。 





◎ 機械地拵条件因子表

刈払 植生の 枝条整理 傾斜

記入 功程 混交歩合 功程 補正 人 員 徒歩往復

林小班 面積 疎-1 易-1 疎-1 緩-1 輸 送 車 所要時間

番号 中-2 中-2 中-2 中-2 片道距離 平均径 本数

(ha) 密-3 難-3 密-3 急-3 (km) (分) (cm) (本)

１ 201く1 1.01 1 2 2 2 33.1 39

２ 201く2 1.82 1 2 2 2 34.1 45

３ 201く5 0.61 1 2 2 3 35.1 51

通 勤 ｈ ａ 当 た り

残 存 本 数



◎ 植付条件因子表

植付難易 苗木人

記入 区　　　分 人 員 徒歩往復 背往復 植 付

林小班 面　積 易-1 輸 送 車 所要時間 所  要 ha当たり

番号 中-2 片道距離 時　間 本 数 総本数 樹 種

(ha) 難-3 (km) (分) (分) (本) 8,350 

１ 201く1 1.01 1 33.1 39 39 2,400 2,450 カラ コン

２ 201く2 1.82 1 34.1 45 45 2,400 4,400 カラ コン

３ 201く5 0.61 3 35.1 51 51 2,400 1,500 スギコン（少花粉）

通 勤
植 付 本 数



（様式6）

2

本数 材積 ㎥/本 Ｎ Ｌ 計 方法 数量 方式 数量
フォワーダ

片道運搬距離
数量

ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ付きﾄﾗｯｸ

片道運搬距離
数量

林地傾
斜

延長
2種
編柵

緑化

 ha ％ cm ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ m ㎥ ｍ ㎥ 緩・中・急 m m ㎡ ｈ ㎥ ℓ ｋｍ

201ろ 水源涵養 スギ 62 保育間伐活用型 列状間伐（1伐3残） 2.80 25 26 532 399 0.75 211 8 219 全木 399 プロセッサ 219 290 219 － 中 南陽市役所 17.1

201ろ1 水源涵養 スギ 51 保育間伐活用型 列状間伐（1伐3残） 0.26 25 36 35 51 1.47 28 1 29 全木 51 プロセッサ 29 778 29 － 緩 17.1

201ち 水源涵養 ブナ 117 天然林受光伐 択伐 6.53 29 44 370 654 1.77 0 281 281 全木 654 ﾌﾟﾛｾｯｻ 281 779 281 － 緩 17.5

201り 水源涵養 スギ 40 保育間伐活用型 列状間伐（1伐3残） 1.45 25 24 341 150 0.44 83 0 83 全木 150 プロセッサ 83 833 83 － 中 17.5

201わ 水源涵養 スギ 69 保育間伐活用型 列状間伐（1伐3残） 3.38 25 28 569 482 0.85 260 5 265 全木 482 プロセッサ 265 830 265 － 緩 16

201お 水源涵養 スギ 64 保育間伐活用型 列状間伐（1伐3残） 3.25 25 24 710 479 0.67 262 2 264 全木 479 プロセッサ 264 1153 264 － 中 16

201く1 水源涵養 スギ 69 保護伐 皆伐 1.01 100 26 604 445 0.74 232 13 245 全木 445 プロセッサ 245 825 245 － 緩 16
一貫作業

地拵・植付　1.01ha

カラマツコンテナ　2450本

201く2 水源涵養 カ ラ マツ 64 保護伐 皆伐 1.82 100 20 1,707 675 0.40 339 32 371 全木 675 プロセッサ 371 1016 371 － 緩 16
一貫作業

地拵・植付　1.82ha

カラマツコンテナ　4400本

201く5 水源涵養 スギ 69 保護伐 皆伐 0.61 100 38 181 299 1.65 164 0 164 全木 299 プロセッサ 164 953 164 － 急 16
一貫作業

地拵・植付　0.61ha

スギコンテナ（少花粉）　1500本

202ね 水源涵養 カ ラ マツ 74 保育間伐活用型 列状間伐（1伐3残） 0.10 25 20 25 8 0.31 4 0 4 全木 8 プロセッサ 4 148 4 － 急 15.4

202ま 水源涵養 アカ マツ 49 保育間伐活用型 列状間伐（1伐3残） 1.24 25 18 337 83 0.25 46 0 46 全木 83 プロセッサ 46 367 46 － 中 15.4

202ま1 水源涵養 スギ 49 保育間伐活用型 列状間伐（1伐3残） 0.08 25 20 33 8 0.24 4 0 4 全木 8 プロセッサ 4 268 4 － 急 15.4

202ま2 水源涵養 スギ 49 保育間伐活用型 列状間伐（1伐3残） 0.78 25 20 296 78 0.27 42 1 43 全木 78 プロセッサ 43 223 43 － 急 15.4

202ふ 水源涵養 カ ラ マツ 78 育成受光伐 複層伐 0.06 49 38 7 10 1.40 5 0 5 全木 10 プロセッサ 5 190 5 － 中 15.4

202こ 水源涵養 スギ 52 保育間伐活用型 列状間伐（1伐3残） 1.47 25 20 552 148 0.27 79 3 82 全木 148 プロセッサ 82 316 82 － 中 15.4

202こ1 水源涵養 アカ マツ 51 保育間伐活用型 列状間伐（1伐3残） 1.14 25 18 313 76 0.24 42 0 42 全木 76 プロセッサ 42 350 42 － 中 15.4

202て 水源涵養 スギ 54 保育間伐活用型 列状間伐（1伐3残） 1.50 25 20 565 151 0.27 80 3 83 全木 151 プロセッサ 83 554 83 － 中 15.4

202て1 水源涵養 アカ マツ 56 保育間伐活用型 列状間伐（1伐3残） 4.40 25 18 1,199 295 0.25 165 0 165 全木 295 プロセッサ 165 838 165 － 中 15.4

202て2 水源涵養 スギ 56 保育間伐活用型 列状間伐（1伐3残） 1.37 25 20 514 138 0.27 73 2 75 全木 138 プロセッサ 75 859 75 － 急 15.4

202て4 水源涵養 スギ 55 保育間伐活用型 列状間伐（1伐3残） 0.30 25 20 115 30 0.26 16 1 17 全木 30 プロセッサ 17 1260 17 － 急 15.4

202せ 水源涵養 スギ 51 保育間伐活用型 列状間伐（1伐3残） 3.45 25 20 865 387 0.45 205 8 213 全木 387 プロセッサ 213 440 213 － 中 16.9

合計 37.00 9,870 5,047 0.51 2,340 360 2,700 5,047 2,700 2,700 0 5,125 m 14 h
C-80
70 m3

2,160 ℓ
６ m×20 枚

172 日

１ 量の端数は単位以下第１位を四捨五入し、単位止めとする。
２ 面積は伐採面積とする。
３ 森林作業道作設の林地傾斜欄は以下の区分とする。
　　緩：０°～２０°、中：２０°～３０°、急：３０°以上

６　その他必要な項目があれば備考欄に記載する。

　　令和８年度　　　林分条件調査表
森林管理署 置賜森林管理署

物件番号

物件名 森林環境保全整備事業（水林国有林）

５　伐採箇所、土場、森林作業道作設予定線(既設集材路含む）、編柵および沢については、作業計画図に図示する。

最寄り市町村
か ら の 距 離 備 考

伐倒 集・造材 小運搬巻立 森林作業道作設 林地保全
土場

作設等
砂利
数量

薬剤散布

（ｽﾐﾊﾟｲﾝ）

面積
伐採方法

林小班
保安林
種別等

主要樹種
伐
採
率 鉄板

規格*枚数

４  最寄りの市町村役場（支所含む）からの距離欄は、物件番号毎の代表箇所について市町村役場を記入し、距離は単位以下第１位止めとする。

林
齢 事業区分

平均
胸高
直径

立木資材量 生産量
予定作業量



R8水林土場

既設

新設

R8水林作業道

R8水林伐区

保護伐

除地

保残帯

保育間伐

天然林受光伐（択伐）

育成受光伐（複層伐）

南陽市林道朝日沢線








